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相関計を用い任意の光学系の周波数特性を知ることがで

きる・すなわちPower　spectrumが既知の乳剤の顕微

鏡写真（第1図（A））を収差のある光学系（その周波数

特性をH（ω）とする）で複写すると同図（B）のよう

なボケたものになる．（A）と（B）をそれぞれ光学的

相関計のM・，M・にのせて，互いにずらしたときの光

電管の出力を求めると，それぞれの粒子分布！（X）お

よびg（X）の相互相関々数

　　　　　　　　　　　十x
　　　　¢・（r）一凱剥碧）・（x＋T）・dx

が求められる・この式は前記ノ（X）の自己相関々数φα

（τ）を用いて，

　　　　　　　　oe
　　　　¢c（・）一∫¢a（脚一・）dx

　　　　　　　－oo

と書ける・ただしh　（X）は光学系の周波数特性のフーリ

ェ変換である・この式はWiener・Hopfの積分方程式
で，φα（X），φ、（τ）のフi－一一リェ変換をそれぞれOa（ω），

¢c（ω）とすれば，

　　　　Oc（ω）＝H（ω）・の。（ω）

と記せるから，¢a（ω）が既知

であれば，¢c（ω）を知って

H（ω）が求められる（2）・第1

図（A）（B）の写真を用い

て，積分域が有限であること

　　　　　　　　の補正を加

ω

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　第5図　相関々数法による光学系の周

　　　　　波数特性

よく一致する・この方法は¢。（ω）＝・・const・すなわち通信

回路におけるwhite　noiseに相当する粒状分布が得られ

れば，H（ω）を求める極めて簡単な方法になる・この方

法は最近自働制御系においてその運動を乱さないで動作

特性を知るのに用いられている（3）・以上の研究の詳報は

応用物理へ発表の予定である・

　（1）例えばS．Goldman．

　　　York，1953）．　p．219．

　（2）同上P・278・
　（3）自働制御1，7（1955）・同

え，光学系

の周波数特

性を求めた

ものは第5

図の点線の

ようにな
り，他の方

法で求めた

H（ω）（図

の実線）と

（1956．　12．　11）

Information　Theory（New

右3，157（1956）．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表　　紙　　説　　明

　苫小牧海岸における漂砂追跡実験の現揚の光景である（本丈14ページ参照）・放射性ガラス砂を点線源になる

ように海底に置き，その移動する方向を海庫放射能検出器を用いて追跡するのである・右下に入れた写真はこの検

出器であって，フk深10mの水圧に耐え得るように不錺鋼で作られ，その申には大型ガイガー計数管と前置増幅器

とが収められてあり，長さ20mの可擁ケーブルが付いている．これと計数装置とをこのモーター・ボートに積み

海面から検出器を海底に沈め，計数を始めると同時に計測位置の測量を行う．レーイレの下の大きな石は目下建設申

の防波堤の先端であって，計数位置決定のため陸上の2点でトランシットで観測しているが・その一方である・
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